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第　　　　　　　    号

　70年
ねん
以
い
上
じょう
も日

に
本
ほん
人
じん
でありながら、このごろまわりで

話
はな
している日

に
本
ほん
語
ご
が判

わか
らなくなった。耳

みみ
が遠

とお
くなった

のではと疑
うたが
われることもあるが、そればかりではなさ

そうだ。

　考
かんが
えて見

み
れば、ぼくが子

こ
供
ども
のころには50歳

さい
を過

す
ぎた

人
ひと
はみんな老

ろう
人
じん
に見

み
えた。それが今

いま
や平

へい
均
きん
寿
じゅ
命
みょう
80歳

さい
前
ぜん

後
ご
になってしまったのだから、生

い
きている時

じ
間
かん
が格

かく
段
だん

に長
なが
くなってしまった。だから若

わか
い人

ひと
たちとぼくの世

せ

代
だい
にはもう60年

ねん
以
い
上
じょう
の差

さ
があり、話

はな
される言

こと
葉
ば
もその

間
あいだ
にどんどん変

か
わってしまったのだ。

　そのひとつは話
はな
す速

そく
度
ど
だ。ぼくたちの世

せ
代
だい
は毎

まい
夜
よ
の

テレビのバラエティ番
ばん
組
ぐみ
に出

で
るタレントの話

はな
す早

はや
さに

とてもついて行
い
けない。ニュース番

ばん
組
ぐみ
でさえ、アナウ

ンサーの言
こと
葉
ば
をテロップで活

かつ
字
じ
化
か
しているではないか。

しかもそれが役
やく
に立

た
つことが多

おお
いのだ。

　また話
はな
し言

こと
葉
ば
の抑

よく
揚
よう
やアクセントが変

か
わって来

き
てし

まったこともあって、これも言
こと
葉
ば
を理

り
解
かい
するのに困

こん
難
なん

を覚
おぼ
える原

げん
因
いん
のひとつだ。

　もうひとつは米
べい
国
こく
流
りゅう
に何

なん
でも省

しょう
略
りゃく
してしまうことだ。

ぼくの育
そだ
ち盛

ざか
りのころは進

しん
駐
ちゅう
米
べい
軍
ぐん
からＰＸとかＣＩＥ

とかＦＥＮとかＲＴＯだとか教
おし
えられた。今

いま
だってＥ

ＵとかＮＰＯとかＩＴ、ＣＥＯとか、頭
かしら
文
も
字
じ
によるも

っと難
むずか
しい省

しょう
略
りゃく
語
ご
も氾

はん
濫
らん
している。そのスタイルを日

に

本
ほん
語
ご
でやるものだから、デパ地

ち
下
か
とか、ファミレス、

ドタキャン、ジコチュー…まるで訳
わけ
のわからない略

りゃく
語
ご

までが飛
と
び交

か
っている。

　コメディアンの使
つか
う感

かん
嘆
たん
詞
し
に至

いた
ってはもっと流

は
行
や
り

すたりが激
はげ
しい。遠

とお
い昔

むかし
の「アジャパー」「オヨヨ」

ですらぼくたちには使
つか
えないし、大

だい
体
たい
今
いま
はやりの言

こと
葉
ば

はニュアンスすら判
わか
らない。

　日
に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ外

がい
国
こく
の方

かた が々た
をおどかすつもりは毛

もう
頭
とう
な

い。だけれども生
せい
活
かつ
が光

ひかり
の速

そく
度
ど
で変

か
わって行

い
く時

じ
代
だい
に

は、日
に
本
ほん
語
ご
の話

はな
し言

こと
葉
ば
も書

か
き言

こと
葉
ば
もおそるべき早

はや
さで

変
か
わって行

い
くことを伝

つた
えたかった。しかし、やさしく

て判
わか
りやすい日

に
本
ほん
語
ご
はいつの世

よ
にも不

ふ
変
へん
の筈

はず
だ。それ

を学
まな
んで欲

ほ
しい。

1

やさしく、判
わか
りやすい日

に
本
ほん
語
ご
を
福
ふく
原
はら
　義

よし
春
はる

（資
し
生
せい
堂
どう
名
めい
誉
よ
会
かい
長
ちょう
）
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